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保護者⽀援 家庭での箸の使⽤状況を確認し、個々に合わせて無理なく箸を使うことを保護者の⽅と共有しておく。

⾷育 箸を使って⾷べようとする。
メニューによってスプーンやフォークを⽤意しておくな
ど、個々で対応する。

箸を上⼿く使えない⼦もいる。
家庭での箸の使⽤状況を確認し、無理なく進められるよ
う保護者と共有する。

健康・安全 寒暖差から排尿感覚が短くなり、パンツが濡れてしまうこともあるので、替えのパンツを多めに⽤意していただくよう保護者に伝える。

ごっこ遊びの中で⾔葉のやり取りを楽しむ。
遊びの中で語彙が広がるよう、⼦どもの興味に合わせて、
聴診器や電⾞の切符など、ごっこ遊びの道具を準備してお
く。

特定の友だちとごっこ遊びを楽しんでいる。
ごっこ遊びの道具が欲しくて、ぶつかり合う時もある。

⼦どもの気持ちを代弁し、仲⽴ちとなって貸し借りが出
来るよう、保育⼠はすぐに対応できる場所で⾒守る。

紙粘⼟を使って思い思いの作品を作ろうとする。
⽊の実を付けて⽬に⾒⽴てたり、イメージを膨らませ
ながら作ろうとする。

完成品の例を⽤意しておき、具体的なイメージを膨らませ
やすいようにする。
⽊の実の種類を沢⼭⽤意し、⼀⼈ひとりの作品に個性が出
るようにする。

作っているものを保育⼠に伝え、⾔葉のやり取りを楽しみ
ながら作っている。

個々で達成感が得られるよう、⼀⼈ひとりに合わせて活
動時間を⻑めに取る。
作りたい物を形にできるよう、助⾔しながら⾒守る。

やりたい気持ちが強く、待つのが難しい⼦もいる。

少⼈数で楽しめるゲームなど、遊びの中から順番を意識
できるようにする。
お互いの気持ちに気がつけるよう、保育⼠が仲⽴ちとな
る。

秋の⾃然に親しみ、友だちと⾒つけた喜びを共有し、
ままごとで使って遊ぶ。

落ち葉や⽊の実など、ままごとの材料として使えるよう、
種類ごとに分けて置いておく。

「きれいな葉っぱだね」など、感じたことを保育⼠や友だ
ちに伝えている。
⾷材に⾒⽴て、ままごとを楽しんでいる。

落ち葉や⽊の実が落ちている場所を保育⼠間で共有し、
沢⼭準備できるようにする。

保育⼠に⾒守られながら、安⼼して⾝の回りの事や、
簡単な⼿伝いなどに⾃分から取り組もうとする。

⾃分でやってみようとする気持ちになるよう、できたこと
を⼗分に褒める。
⼦ども⽤に⼩さな雑⼱を⽤意するなど、⼤⼈の模倣から⼿
伝いへと移⾏できるようにする。

保育⼠に⽢えて、「できない」と⾔う⼦もいる。
友だちが⼿伝いをしているのを⾒て、やってみようと思う
⼦が増えてくる。

⽢えたい気持ちを受け⽌め、できたことを⼗分に褒め
て、次への意欲につなげる。
順番に⼿伝いが経験できるよう、「明⽇は○○くんがす
るよ」など、朝の会などで知らせておく。

教
育

⾃分の欲求を保育⼠に伝え、⾃分から快適に過ごす。
⾐服や⽔筒の位置や棚の⾼さなど、⼦どもが使いやすい場
所を意識して設置する。
⾃分から伝えられたことを認め、

汗をかいたことや喉が渇いたことなど保育⼠に伝え、⾐服
の着脱や⽔分補給など、⽣活の流れが分かり⾃分から⾏っ
ている。

寒暖差から体調の変化が⾒られる時期なので、保護者と
連携して健康状態を把握しておく。

友だちとのやり取りの中で、順番を意識して遊ぶ。

養
護

⾐服の着脱を⾃分から⾏い、脱いだ服を畳む。
畳み⽅を保育⼠がやって⾒せ、少しずつ慣れていくよう無
理なく誘っていく。

⼈形の服を着脱したり、畳んでみたりして、遊びの中で取
り組んでいる。

保育⼠に⽢えてやろうとしない⼦もいるので、遊びの中
で少しずつできた事を褒め、実際に⾃分でもやってみよ
うと思える⾔葉をかける。

順番が回ってくる遊びや、⽣活の中で並ぶ場⾯を作り、⼦
ども⾃⾝が意識できるよう⾒守る。

年間区別 ねらい 環境・構成 予想される⼦どもの活動 配慮事項

⼦どもの姿 秋の⾃然物を⾒つけ、保育⼠や友だちと⾒つけたことを喜びあう。
保育⼠に⾒守られながら、⾝の回りのことや簡単な⼿伝いなど、⾃分からやってみようとする。

１１⽉ ⽉間指導計画

保育⽬標 特定の友だちとのやり取りから、友だちとかかわることの楽しさを知る。
箸を使ってみようとする。


